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発表の流れ
• ICUサービス・ラーニングと
体系的リフレクション 

• リフレクション活動の実際例
• 学生の視点から
• ふりかえりプロセスのポイント
• まとめ
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ICUサービス・ラーニングの
特 徴

• 「サービス」と「学び」を重視
• 個々の学生がサービス活動機関を選び, 参加
! 30日相当の奉仕活動

• サービス活動終了後に履修登録して単位取得
! 準備コースや事後のふりかえりのコースもある

• 学生が自分のSLアドバイザーを見つける
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コースとその流れ
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  コース  Courses
サービス・ラーニング入門 Spring (2)! GES045  ! Introduction to Service-Learning

サービス・ラーニングの実習準備　 Spring (1)! SLR201  ! Preparation for Service Learning Field Study

コミュ二ティ・サービス・ラーニング Spr/Aut/Win! (3)! SLR301  ! Community Service-Learning

国際サービス・ラーニング Spr/Aut/Win! (3)! SLR302  ! International Service-Learning

サービス経験の共有と評価 Autumn! (1) SLR202  ! Reflection on Service-Experiences

サービス・ラーニング特別研究 I, II Winter (alt.)! (2)! SLR381/2  ! Special Studies in Service Learning I, II

カッコ内の数字は単位数. (alt.)は隔年開講を表わす.       　The numbers in parentheses are credit units. SLR381/2 are offered alternately.

リフレクション (Reflection)

• サービスを学びにつなげる重要なしくみ
! 何をしたかではなく,  何をどれだけ学んだか
! 意図的学習者 (Intentional learner)を養成

• 「ふりかえり」「内省」などとも言われる
• 多様なリフレクション活動を用意
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学びへの寄与
• 学びの充実
! 深化 (deepening)

! 連鎖 (expansion) - 個人内, グループ間, トピック間
• 学びの体系化／位置づけ
! 学びの整理,  相対化

• 学びの定着
! 内在化,  習慣化
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リフレクションの３ベクトル

• 領域

• 段階   (タイミング)

• モード

7

Reflection 領 域
• リフレクションする対象の種類
! 具体的サービス体験に基づき互いに関係し合う

1)サービス実施/プロジェクト実現
! コミュニケーション, 人間関係, 組織, 役割, 貢献etc.

2)テーマ/トピック理解
! 貧困, 人権, 環境, 開発, ESL, 介護, etc.

3)自己成長
! 感情, 変化, 態度, 行動, etc.
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Reflection 段階
• 流れ
! 事前 " サービス活動中 " 事後

1)事前
! SLアドバイザーとの面談, エッセイ, 勉強会

2)サービス活動中
! ジャーナル, スーパーバイザー指導, e-mail指導,  
反省会/ディスカッション, ML

3)事後
! 面談,  ディスカッション,  プレゼン,  ペーパー9

Reflectionモード
• モード :    個人 ,  １対１,  グループ
! リフレクション活動を誰と行うか
! モードを混在させる事で学びに相乗効果

1)個 人
! 個々の学習者が行う

2)１対１
! 主にSLアドバイザやスーパバイザが学習者を指導

3)グループ
! 複数の学習者やグループでの活動
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Reflection マトリックス
• リフレクション活動を段階とモードのマト
リックスで位置づけ

• 活動毎に,  重要になる領域が変化

• 体系的リフレクションによる学びの実現
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リフレクション領域リフレクション領域
サービス/プロジェクト実現 (人間関係, ロジスティックス, etc.)
テーマ/トピック理解 (開発, 貧困, 老人問題, etc.)
個人の内面・成長 (自己の感情,  変化etc.)

Reflectionマトリックス
個人 1対1 グループ

事 前 エッセイ SLアドバイザ面接 勉強会

サービス中 ジャーナル
スーパーバイザ指導
Eメール指導

反省会
ML

事後
プレゼン準備
ペーパー

面 接
プレゼンテーション
ディスカッション
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リフレクション活動の
実際例

実際例

• 科目を通して
• 各 段階・モードで
• その他
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個人 1対1 グループ コース

事 前 エッセイ SLアドバイザ 面接 勉強会 『Ｓ-Ｌ入門』
『Ｓ-Ｌの実習準備』

サービス中 ジャーナル
スーパーバイザ指導

Eメール指導

反省会

ML
--

事後
プレゼン準備

ペーパー
面 接

プレゼン

ディスカッション

『サービス経験の
　共有と評価』

Reflection ポイント

個人 1対1 グループ コース

事 前 エッセイ SLアドバイザ 面接 勉強会 『Ｓ-Ｌ入門』
『Ｓ-Ｌの実習準備』

サービス中 ジャーナル
スーパーバイザ指導

Eメール指導

反省会

ML
--

事後
プレゼン準備

ペーパー
面 接

プレゼン

ディスカッション

『サービス経験の
　共有と評価』

Reflection ポイント 事前  x  個人
• エッセイ（選考プログラム応募者）
! A4 1～2ページ（英文）
! 応募動機を含む自己紹介文

• Pre-departure Survey（全員）
! サービス活動に対する期待

- 経験に対して、新しく出会う人に対してなど
! サービス活動を通して達成したいこと
! どのような貢献ができると思うか
! どのような準備をしているか
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個人 1対1 グループ コース

事 前 エッセイ SLアドバイザ 面接 勉強会 『Ｓ-Ｌ入門』
『Ｓ-Ｌの実習準備』

サービス中 ジャーナル
スーパーバイザ指導

Eメール指導

反省会

ML
--

事後
プレゼン準備

ペーパー
面 接

プレゼン

ディスカッション

『サービス経験の
　共有と評価』

Reflection ポイント
個人 1対1 グループ コース

事 前 エッセイ SLアドバイザ 面接 勉強会 『Ｓ-Ｌ入門』
『Ｓ-Ｌの実習準備』

サービス中 ジャーナル
スーパーバイザ指導

Eメール指導

反省会

ML
--

事後
プレゼン準備

ペーパー
面 接

プレゼン

ディスカッション

『サービス経験の
　共有と評価』

Reflection ポイント

事前 X グループ
• 勉強会
! SLANプログラム必須、その他は任意
! 週１回以上（全６回程度）
! 活動計画書を提出する
! 学生同士で行う　#南京プログラムは教員主催

• 講演会
! 主にSLC主催
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事前 X グループ
• 映画上映会（主にSLC主催）
! 闇の子供たち（タイ）
! Iris Chang、靖国（中国）
! ナヌムの家（韓国）
! etc.
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個人 1対1 グループ コース

事 前 エッセイ SLアドバイザ 面接 勉強会 『Ｓ-Ｌ入門』
『Ｓ-Ｌの実習準備』

サービス中 ジャーナル
スーパーバイザ指導

Eメール指導

反省会

ML
--

事後
プレゼン準備

ペーパー
面 接

プレゼン

ディスカッション

『サービス経験の
　共有と評価』

Reflection ポイント サービス中 X 個人

• ジャーナル
! 日記ではなく, 「日誌」をつける
! 言語化 ⇒ 記録 ⇒ 解釈 ⇒ 吸収
! 後に, 振り返りの記録を加える
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個人 1対1 グループ コース

事 前 エッセイ SLアドバイザ 面接 勉強会 『Ｓ-Ｌ入門』
『Ｓ-Ｌの実習準備』

サービス中 ジャーナル
スーパーバイザ指導

Eメール指導

反省会

ML
--

事後
プレゼン準備

ペーパー
面 接

プレゼン

ディスカッション

『サービス経験の
　共有と評価』

Reflection ポイント
個人 1対1 グループ コース

事 前 エッセイ SLアドバイザ 面接 勉強会 『Ｓ-Ｌ入門』
『Ｓ-Ｌの実習準備』

サービス中 ジャーナル
スーパーバイザ指導

Eメール指導

反省会

ML
--

事後
プレゼン準備

ペーパー
面 接

プレゼン

ディスカッション

『サービス経験の
　共有と評価』

Reflection ポイント

サービス中 X グループ

• ＭＬ（メーリングリスト, 夏のみ）
! 学生とSLCスタッフ,  希望するSLアドバイザー
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個人 1対1 グループ コース

事 前 エッセイ SLアドバイザ 面接 勉強会 『Ｓ-Ｌ入門』
『Ｓ-Ｌの実習準備』

サービス中 ジャーナル
スーパーバイザ指導

Eメール指導

反省会

ML
--

事後
プレゼン準備

ペーパー
面 接

プレゼン

ディスカッション

『サービス経験の
　共有と評価』

Reflection ポイント



事後 X 個人
• プレゼン準備
• ペーパー
! A4で10枚程度

- 日本語10,000字, 英語2,500～3,000 words 目安
! 執筆言語は原則活動時の言語
! 3部作成（SLC保管, SLアドバイザー評価, 受入先)
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個人 1対1 グループ コース

事 前 エッセイ SLアドバイザ 面接 勉強会 『Ｓ-Ｌ入門』
『Ｓ-Ｌの実習準備』

サービス中 ジャーナル
スーパーバイザ指導

Eメール指導

反省会

ML
--

事後
プレゼン準備

ペーパー
面 接

プレゼン

ディスカッション

『サービス経験の
　共有と評価』

Reflection ポイント

個人 1対1 グループ コース

事 前 エッセイ SLアドバイザ 面接 勉強会 『Ｓ-Ｌ入門』
『Ｓ-Ｌの実習準備』

サービス中 ジャーナル
スーパーバイザ指導

Eメール指導

反省会

ML
--

事後
プレゼン準備

ペーパー
面 接

プレゼン

ディスカッション

『サービス経験の
　共有と評価』

Reflection ポイント 事後  X グループ
• プレゼン
! 発表時間は１人20分程度。質疑応答10分程度。
! 発表言語は原則活動時の言語。
! SLアドバイザー出席。

- その他学生・教員の参加自由。
! SLANプログラム参加者は原則グループ毎に

• ディスカッション
! 『サービス経験の共有と評価』授業

- リフレクション・ワークショップ
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個人 1対1 グループ コース

事 前 エッセイ SLアドバイザ 面接 勉強会 『Ｓ-Ｌ入門』
『Ｓ-Ｌの実習準備』

サービス中 ジャーナル
スーパーバイザ指導

Eメール指導

反省会

ML
--

事後
プレゼン準備

ペーパー
面 接

プレゼン

ディスカッション

『サービス経験の
　共有と評価』

Reflection ポイント 体験の共有
• 体験や解釈を分かち合う
• 「サービス経験の共有と評価」コース 

! リフレクション・ワークショップ の形式
! 小グループの話し合い
! プレゼンテーション

• リフレクションの次の段階にすすむ
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学生からの視点
• 村木 沙耶さん
! 教養学部２年生
! 2009年夏、国際サービスラーニングに参加
! 南京大学 および 愛徳基金会 (Amity Foundation)

! ３名で活動
- 翻訳 (John Rabe Memorialにて)

- 知的障害者の支援 (Home of Blessings)
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ふりかえりプロセスのポイント

• ふりかえり段階（タイミング）
• プログラム全体
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ふりかえり段階について

• 事 前! ! ! - テーマを持つ

• 活動中! ! - 壁を乗り越える

• 事 後! ! ! - 時間をおく
39

事前　- テーマを持つ
! "#$%&'()*+,-./012345&6789+:;<(=;
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Z%[\5*+@9<])学習目標@N>G-^)組織する側がき
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@M>_U`abcde&6fghiijX

! "自分なりのテーマと目標^G'()NINIKk@l=)Ym?@
^nop=;9T_

! Uqrstuvwxty-z{|}&6fghiijX

「今までの自分をリフレクションする」

活動中　- 壁を乗り越える
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「問題・困難が起こったときの対応」

事後　 - 時間をおく
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「俯瞰的視点で、思考から表現へ」



プログラム全体について

• 対話・シェアリング
• ＳＬアドバイザー
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対話・シェアリング
• ５Ｗ＋１Ｈ が基本
! Who: 

- 教員"学生, 職員"学生, 受入担当者"学生　
- ICU学生⇄ICU学生,  ICU学生⇄現地, 他国学生
- 自分自身

! When: 
- 事前
- 活動中
- 事後 44

ＳＬアドバイザー
• 運営側が期待する役割
! サービス活動とアカデミック・ラーニングとの
つながり（リンク）

! 「それぞれの専門に詳しい教員からのサービス
活動に対するガイダンスを期待してのこと」
（佐藤2007）

• インセンティブ（？）
! 学生：選べること　＝　教員：選ばれること　

• 課題
! 評価の基準
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まとめ

• 課 題
! リフレクション
! プログラム

• 今後に向けて
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リフレクション課題
• メーリングリスト
• SLアドバイザーの指導 

! 面 接 (事前, 事後)

• プレゼンテーション
• リフレクション・ワークショップ
! 『サービス経験の共有と評価』
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プログラム課題
• 理解の均一化
! 教員間

• ツールの充実
! アドバイザーハンドブック
! インタビュー(面接)質問ガイドライン
! 評価の基準設定

• サポートの効率化
48



まとめ
• サービス体験を「学び」につなげるのが
リフレクション

• 多様なリフレクション活動を体系的に行
う事で,  効果的な学びをめざす

• プロセス知の形成へ
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今後に向けて
• 個々のリフレクション活動の工夫
• 事後リフレクションの多様な機会の提供
• SLプログラム全体の改善
! リフレクションを通した効果的な学びを支え
る基盤強化
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